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日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
は
「
戦
争
法
」
廃
止
、
立
憲

主
義
・
民
主
主
義
を
取
り
戻
す
政
府
を
つ
く
る
た
め
、
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
ま
す
。

消
費
税
増
税
、
年
金
削
減
、
医
療
・
介
護
の
大
改
悪
な

ど
、
く
ら
し
破
壊
の
国
の
悪
政
と
対
決
し
、
江
東
区
政
が

く
ら
し
を
守
る
防
波
堤
と
な
る
よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
。

今
年
も
憲
法
を
活
か
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
声
が
届
く

区
政
を
め
ざ
し
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

二
〇
一
七
年
一
月

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
区
内
各

団
体
と
の
懇
談
会
、
相
談
会

等
で
寄
せ
ら
れ
た
緊
急
切
実

な
要
求
を
精
力
的
に
取
り
上

げ
、
実
現
・
前
進
さ
せ
て
き

ま
し
た
。

認
可
保
育
園
の
増
設
、
塩

浜
1
丁
目
に
区
内
15
番
目
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
開

所
し
ま
し
た
。
繰
り
返
し
求

め
て
き
た
保
育
士
確
保
の
た

め
の
家
賃
補
助
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
「
臨
海
部

に
障
害
児
が
放
課
後
を
安
心

し
て
過
ご
せ
る
場
所
を
」
と

の
保
護
者
の
切
実
な
願
い
を

う
け
と
め
、
通
所
施
設
の
新

設
に
も
家
賃
補
助
を
と
提

案
。
枝
川
地
域
に
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
し
ま

し
た
。
未
婚
の
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
寡
婦
控
除
の
適
用
、

不
妊
治
療
へ
の
補
助
、
福
祉

事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

や
小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増

員
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
の
養
成
な
ど
、
多
く
の
区

民
要
求
が
実
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

く
ら
し
の
声
を
ま
っ
す
ぐ
に

届
け
、
そ
の
実
現
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

区
教
育
委

員
会
は
、
奨

学
金
の
返
済

を
求
め
る
民

事
訴
訟
を
提

起
し
た
。
高

校
進
学
で
奨

学
金
を
借
り
た
8
人
が

「
被
告
」
と
し
て
住
所
・

氏
名
を
公
表
、
裁
判
で
返

済
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
▼
苦
し
い
家
計
に
高
い

学
費
…
。
進
学
は
奨
学
金

に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
今

日
の
日
本
で
は
学
生
の
半

数
が
奨
学
金
を
借
り
て
い

る
▼
ア
ル
バ
イ
ト
に
追
わ

れ
つ
つ
卒
業
し
て
も
、
雇

用
の
悪
化
と
非
正
規
雇
用

の
拡
大
。
返
済
が
迫
っ
て

も
払
え
ず
「
結
婚
も
出
産

も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
」「
自

己
破
産
し
ま
し
た
」
「
保

証
人
に
迷
惑
を
か
け
ら
れ

ず
、死
ん
で
し
ま
い
た
い
」

等
々
、
悲
痛
な
声
が
あ
が

っ
て
い
る
▼
区
民
の
教
育

に
責
任
を
負
う
教
育
委
員

会
は
、
「
借
金
」
取
り
立

て
の
裁
判
よ
り
、
若
者
の

生
活
支
援
に
手
立
て
を
尽

く
す
べ
き
だ
▼
た
く
さ
ん

の
可
能
性
を
持
ち
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
を
背
負
う
若

者
が
「
借
金
」
に
追
わ
れ

て
い
る
の
で
は
、
日
本
の

未
来
は
な
い
▼
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
国
最
低
ラ
イ
ン
の
教

育
予
算
を
引
き
上
げ
、
授

業
料
無
償
化
、
給
付
型
奨

学
金
の
実
施
で
、
若
者
が

希
望
の
持
て
る
未
来
を
切

り
開
く
年
に
し
た
い
。

新
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左から、赤羽目たみお、正保みきお、そえや良夫、山本真、大つきかおり、すがや俊一、きくち幸江の各区議

皆
さ
ん
と
力
合
わ
せ
実
現
し
ま
し
た

認
可
保
育
園
・
特
養
ホ
ー
ム
増
設
な
ど
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安
倍
政
権
の
も
と
で
、
区

民
の
暮
ら
し
は
厳
し
さ
を
増

す
ば
か
り
で
す
。

大
つ
き
議
員
は
、
国
民
の

暮
ら
し
を
温
め
る
経
済
政
策

へ
の
転
換
や
社
会
保
障
の
切

り
捨
て
中
止
を
国
に
求
め
る

べ
き
だ
と
た
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
区
民
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
来
年
度
の
予
算

で
は
、
①
医
療
や
介
護
、
保

育
料
や
教
育
費
の
負
担
軽
減

な
ど
経
済
的
支
援
の
実
施
②

中
小
企
業
支
援
の
抜
本
的
強

化
③
保
育
園
や
特
養
ホ
ー
ム
、

障
害
者
施
設
な
ど
の
公
共
施

設
整
備
④
人
口
増
に
見
合
う

正
規
職
員
の
増
員
と
非
正
規

職
員
の
待
遇
改
善
⑤
安
上
が

り
の
労
働
者
を
生
み
出
す
民

間
委
託
の
中
止
⑥
1
0
7
0

億
円
を
超
す
基
金
の
一
部
を

活
用
し
て
施
策
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

「
食
の
安
全
」第
一
に

市
場
移
転
は
撤
回
を

こ
の
間
、
豊
洲
新
市
場
で

は
、
土
壌
汚
染
対
策
と
し
て

実
施
す
る
は
ず
だ
っ
た
「
盛

り
土
」
と
「
地
下
水
管
理
」

の
二
つ
の
柱
が
破
綻
し
、
地

下
水
か
ら
は
環
境
基
準
を
超

え
る
ベ
ン
ゼ
ン
や
ヒ
素
が
、

大
気
中
か
ら
は
水
銀
が
検
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

大
つ
き
議
員
は
、
そ
も
そ

も
、
都
の
土
壌
汚
染
対
策
に

つ
い
て
は
、
日
本
環
境
学
会

の
学
者
な
ど
か
ら
も
不
備
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
と
述
べ
、

「
食
の
安
全
」
を
守
る
た
め
、

築
地
市
場
の
豊
洲
東
京
ガ
ス

工
場
跡
地
へ
の
移
転
は
白
紙

に
戻
し
、
市
場
関
係
者
や
消

費
者
、
都
民
を
交
え
て
議
論

す
る
よ
う
求
め
る
べ
き
だ
と

た
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
移
転
延
期
で
損
失

を
被
っ
て
い
る
市
場
関
係
者

に
は
、
都
の
責
任
で
速
や
か

に
補
償
を
行
う
よ
う
求
め
る

べ
き
と
た
だ
し
ま
し
た
。

戦
争
す
る
国
へ
の
逆
戻
り

憲
法
改
悪
の
中
止
求
め
よ

大
つ
き
議
員
は
、
政
府
が

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
派
遣

す
る
自
衛
隊
に
「
駆
け
付
け

警
護
」
な
ど
新
た
な
任
務
を

付
与
し
た
こ
と
は
、
武
力
行

使
を
禁
じ
た
憲
法
9
条
に
反

す
る
と
し
て
、
政
府
に
撤
回

を
求
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

ま
た
、
憲
法
審
査
会
の
再

開
で
憲
法
改
悪
の
動
き
が
強

ま
っ
て
い
る
と
指
摘
。
政
府

に
憲
法
改
悪
を
行
わ
な
い
よ

う
求
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
つ
き
議
員
は
、

政
府
が
国
連
で
、
核
兵
器
禁

止
条
約
を
交
渉
す
る
国
際
会

議
を
開
く
決
議
案
に
反
対
し

た
こ
と
を
批
判
。
政
府
に
抗

議
す
る
と
と
も
に
、
平
和
首

長
会
議
が
賛
同
・
協
力
す
る

と
し
た
「
核
兵
器
廃
絶
国
際

署
名
」
に
区
と
し
て
も
取
り

組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

今
年
4
月
、
江
東
区
で
認

可
園
に
入
れ
な
か
っ
た
児
童

数
は
1
7
0
0
人
を
超
え
て

い
ま
す
。
そ
え
や
議
員
は
保

育
園
増
設
の
た
め
、
都
有
地

に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
情
報

提
供
を
求
め
ま
し
た
。

次
に
保
育
士
と
保
育
の
質

の
確
保
の
た
め
に
、
緊
急
に

賃
金
引
き
上
げ
な
ど
保
育
士

の
処
遇
改
善
を
要
求
。
さ
ら

に
国
と
都
が
進
め
て
き
た
保

育
予
算
の
削
減
、
保
育
士
配

置
や
面
積
基
準
の
緩
和
、
営

利
企
業
の
参
入
な
ど
規
制
緩

和
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き

と
た
だ
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
料
の
値
上

げ
、
医
療
改
悪
や
め
よ

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

他
の
医
療
保
険
に
入
れ
な
い

人
が
最
後
に
入
る
医
療
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
す
。
と

こ
ろ
が
今
、
高
す
ぎ
る
保
険

料
を
払
え
ず
、
治
療
中
断
、

受
診
抑
制
で
重
症
化
す
る
事

態
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
え
や
議
員
は
、
暮
ら
し

を
圧
迫
し
命
も
健
康
も
脅
か

す
保
険
料
の
値
上
げ
中
止
を

求
め
ま
し
た
。
ま
た
多
子
世

帯
に
負
担
が
重
い
均
等
割
り

等
は
、
第
3
子
目
以
降
は
無

料
と
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
医
療
改
悪
中
止

を
政
府
に
求
め
よ
と
た
だ
し

ま
し
た
。

家
庭
も
地
域
も
壊
す

カ
ジ
ノ
や
め
よ

そ
え
や
議
員
は
自
民
、
維

新
、
公
明
が
強
行
し
た
カ
ジ

ノ
法
案
は
家
族
崩
壊
を
引
き

起
こ
す
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

を
増
や
し
、
治
安
の
悪
化
も

招
く
地
域
経
済
も
地
域
社
会

も
壊
す
と
指
摘
し
、
カ
ジ
ノ

法
案
の
廃
案
求
め
よ
と
迫
り

ま
し
た
。

ま
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
影

響
で
経
営
が
一
段
と
悪
化
し

て
い
る
区
内
中
小
企
業
の
支

援
の
た
め
に
、
小
規
模
企
業

特
別
融
資
に
対
す
る
利
子
補

助
の
引
き
上
げ
、
生
鮮
3
品

小
売
店
支
援
事
業
の
対
象
拡

大
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
な
ど
、
地
域
経
済
活
性

化
対
策
の
実
施
を
求
め
ま
し

た
。

議
会
日
程

2
／
13

請
願
陳
情
締
切
日

21

本
会
議

22

本
会
議

24

2
0
1
6
年
度
予

算
審
査

28

2
0
1
7
年
度
予

算
審
査

3
／
1

〜

6

2
0
1
7
年
度
予

算
審
査

8

企
画
総
務
委
員
会

9

厚
生
委
員
会

建
設
委
員
会

10

区
民
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

13

議
会
運
営
委
員
会

14

本
会
議

15

清
掃
港
湾
・
臨
海

部
特
別
委

16

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特

別
委

21

防
災
・
ま
ち
づ
く

り
特
別
委

22

医
療
・
介
護
保
険

特
別
委

30

本
会
議

格
差
と
貧
困
が
増
大

格
差
と
貧
困
が
増
大

国の暴走政治から区民のくらし守れ国の暴走政治から区民のくらし守れ

た
め
込
ん
だ
基
金
は
暮
ら
し
応
援
に

大つきかおり議員

第４回定例区議会本会議質問第４回定例区議会本会議質問

保
育
士
の
処
遇
改
善
・
拡
充
を

保
育
士
の
処
遇
改
善
・
拡
充
を

＝
来
年
度
＝
国
保
料
の
値
上
げ
止
め
よ

そえや良夫議員
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国
交
省
は
2
0
2
0
年
に

向
け
て
、
羽
田
空
港
を
発
着

す
る
国
際
線
を
増
便
す
る
と

し
て
、
現
在
の
東
京
湾
上
空

を
飛
ぶ
ル
ー
ト
か
ら
都
心
上

空
を
飛
ぶ
ル
ー
ト
へ
と
変
更

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

江
東
区
の
広
い
範
囲
が
出

発
便
の
低
空
飛
行
の
ル
ー
ト

と
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
騒

音
に
よ
る
環
境
悪
化
や
健
康

被
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

国
交
省
も「
合
意
」が

大
事
と
認
め
て
い
る

国
交
省
は
、
騒
音
な
ど
環

境
対
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
地
元
の
自
治
体
な
ど

と
の
合
意
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
認
め
て
い
ま
す

が
、
江
東
上
空
の
低
空
飛
行

に
つ
い
て
多
く
の
区
民
は
知

ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
会
で
は
大
臣
が

「
自
治
体
と
の
合
意
が
さ
れ

た
事
実
は
な
い
」
と
発
言
し

て
い
ま
す
。

住
民
と
の
「
合
意
」
も
な

い
機
能
強
化
は
撤
回
を

こ
れ
ま
で
運
動
を
進
め
て

き
た
結
果
、
国
交
省
は
「
や

ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
三

回
目
の
説
明
会
を
行
う
と
発

表
し
ま
し
た
。
江
東
区
で
の

説
明
会
は
下
記
の
通
り
で

す
。
住
民
の
暮
ら
し
や
安
全

を
犠
牲
に
す
る
羽
田
増
便
計

画
は
撤
回
す
る
べ
き
で
す
。

就
学
援
助
は
、
経
済
的
理

由
で
、
就
学
困
難
な
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、

江
東
区
が
経
済
的
支
援
を
行

う
制
度
で
す
。

現
在
、
江
東
区
の
就
学
援

助
の
支
給
時
期
は
8
月
以
降

と
な
っ
て
お
り
、
な
か
で
も

中
学
校
の
入
学
準
備
費
は
学

校
指
定
の
制
服
や
カ
バ
ン
を

購
入
す
る
際
に
間
に
合
わ
ず

「
高
額
な
費
用
の
工
面
が
大

変
、早
く
支
給
し
て
ほ
し
い
」

と
保
護
者
か
ら
改
善
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
も
「
児
童
生

徒
が
援
助
を
必
要
と
す
る
時

期
に
速
や
か
に
支
給
す
る
よ

う
」
自
治
体
に
通
知
を
出
し

て
い
ま
す
。

共
産
党
区
議
団
が
提
案
し

た
条
例
は
、
保
護
者
の
願
い

に
応
え
、
中
学
校
の
入
学
準

備
費
を
小
学
校
6
年
生
時
の

3
月
に
支
給
で
き
る
よ
う
に

し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で

す
。新

た
な
財
政
措
置
や
、
支

給
を
受
け
る
際
の
申
請
・
手

続
き
の
必
要
な
く
、
今
す
ぐ

実
施
で
き
ま
す
。

文
教
委
員
会
の
審
議
で
は

「
私
立
や
区
外
の
学
校
に
行

く
子
ど
も
に
支
給
す
る
こ
と

に
な
る
」
「
現
状
で
十
分
、

条
例
化
し
な
く
て
よ
い
」
な

ど
の
反
対
意
見
が
あ
り
「
否

決
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
支

給
時
期
改
善
の
必
要
性
等
に

つ
い
て
認
め
る
発
言
も
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
は
、
議
案
提
案
権
を
活
用

し
、
就
学
援
助
の
入
学
準
備
費
の
支
給
時
期
を
改
善
す

る
「
就
学
援
助
費
支
給
条
例
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

今、子どもの6人に1人、ひとり親世帯では
2人に1人が貧困の状態に置かれています。
共産党区議団はこれまで、区内でも深刻な子
どもの貧困の実態を把握するよう要求してきま
した。
子育て支援策として、医療費無料化の対象年
齢の拡大、子ども家庭支援センターの増設、認
可保育園の整備促進、ひとり親家庭への支援策
として、児童扶養手当の支給額引き上げや支給
対象の拡大などを求めてきました。
さらに就学援助の改善や給食費・教材費を引
き下げて教育費負担を軽減し、子どもの貧困対
策を前進させるよう繰り返し求めています。

今
議
会
で
は
、
原
発
事
故

の
自
主
避
難
者
へ
の
住
宅
無

償
提
供
を
打
ち
切
る
問
題

で
、
区
議
会
に
提
出
さ
れ
て

い
た
陳
情
が
採
択
さ
れ
、
住

宅
無
償
提
供
の
延
長
な
ど
を

求
め
る
意
見
書
を
国
や
関
係

都
県
に
提
出
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
共
産
党
が
提
出

し
た
、
国
に
特
別
支
援
学
校

不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
必

要
な
支
援
を
求
め
た
「
特
別

支
援
学
校
の
整
備
に
関
す
る

意
見
書
」
と
「
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
を
求
め
る
」
意
見

書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

第4回定例区議会での主な議案に対する賛否
ネット

○

○

○

○

○

区長からは16件の議案が提出され、日本共産党は上記4件に反対、他の
12件に賛成。（○は賛成 ×は反対）

市民

○

○

×

×

×

民進ク

×

○

○

○

○

公明

×

○

○

○

○

自民

×

○

○

○

○

共産

○

×

×

×

×

議案
就学援助費支給条例
（共産党提出）
小規模事業者のゴミ手数
料を値上げする条例改正
株取引きなど富裕層を減
税する区税条例改正
建築物の容積率を規制緩
和する条例改正
奨学資金貸付者に対する
民事訴訟の提起

就学援助条例を議員提案
入学前に支給を

「原発避難者の住宅支援」
「特別支援学校の整備」「最低賃金
の引き上げ」求める意見書が採択

広がる子どもの貧困広がる子どもの貧困
教育費負担の軽減など

繰返し提案

教育費負担の軽減など

繰返し提案

赤羽目たみお議員

入学準備費

議案提案を行う

羽

田

出
発
便

江
東
低
空
飛
行
計
画
は
撤
回
を

江
東
低
空
飛
行
計
画
は
撤
回
を

［日時］1月18日（水）
午後2～7時

［会場］江東区総合区民センター
2階・展示ロビー

※説明会はパネル展示式で、係員に
質問や意見は自由にできます。

―どなたでも参加できます―

国土交通省の説明会国土交通省の説明会

11／25東陽町西友前で宣伝
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